シニア自然大学　自然と環境科　１１月外部講師講演会　　　　２０２０年１０月２０日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１班担当　　清野
最近、地球温暖化による異常気象のせいか、豪雨、巨大台風等による洪水などが頻発しております。　関東の八ッ場ダム完成による洪水防止、ダム建設をやめた球磨川の洪水など、ダムと洪水のありかたが注目されています。
１１月２０日（金）　１０：００～１２：００、豊中環境文化センターで、講演会を実施
「洪水防御対策と河川モニタリングの重要性」について
　　　　神戸大学名誉教授・財団法人建設工学研究所　　藤田一郎先生
講演概要
我が国における洪水対策をダムを中心に説明し、ダムに関する最近の動きについても紹介する。また、日本では実現されていない新しい技術も紹介する。今後の洪水氾濫の頻発を想定すると、降雨に対するアウトプットである流量の正確な把握は必須であるが、降雨を計測するシステムは非常に高度化が進んでいるのに対し、流量の計測は明治以来，浮子に頼っていた。しかし、国交省も高度流量観測の重要性を見直し、画像による計測法が注目されている。この流れは日本だけでなく、海外においても同様であり、技術的に進んでいる日本のシステムについて紹介する。
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